
　

電
車
の
中
で
ス
マ
ホ
の
動
画
を
見

て
い
た
ら
、
途
中
で
映
像
が
止
ま
っ

た
経
験
が
あ
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。

甲
藤
二
郎
教
授
の
研
究
室
は
、「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」

が
研
究
の
大
テ
ー
マ
だ
が
、
そ
の
中

の
具
体
的
な
研
究
の
ひ
と
つ
が
「
フ

リ
ー
ズ
し
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
シ

ス
テ
ム
」
だ
。

「
た
と
え
ば
、
駅
の
サ
ー
バ
ー
に
映

像
デ
ー
タ
を
送
り
込
み
、
列
車
が
駅

に
着
く
と
今
度
は
そ
れ
を
列
車
の
サ

ー
バ
ー
に
取
り
込
み
ま
す
。
ユ
ー
ザ

ー
は
列
車
内
の
サ
ー
バ
ー
か
ら
映
像

を
受
け
取
る
の
で
、
遠
く
の
基
地
局

を
利
用
す
る
よ
り
も
快
適
に
動
画
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

現
在
、
鉄
道
会
社
に
協
力
を
得
て

研
究
を
進
め
て
い
る
。

「
身
近
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of 

Things

＝
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
な
ど
を
利
用
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド

で
の
デ
ー
タ
処
理
の
遅
延
を
防
ぐ
エ

ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

 

の

研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

４
分
野
＋
異
分
野
連
携
で

超
ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
へ

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
研
究
に

取
り
組
む
学
部
４
年
生
に
話
を
聞
い

た
。
安
丸
昌
輝
さ
ん
は
、「
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
『
キ
ネ
ク
ト
』（
体
の
動
き

な
ど
を
認
識
で
き
る
デ
バ
イ
ス
）
を

使
っ
た
個
人
識
別
の
研
究
」
を
し
て

い
る
。
一
方
、
小
川
啓
吾
さ
ん
は
セ

ン
サ
ー
を
使
っ
た
人
物
検
知
の
研
究

を
し
て
お
り
、「
集
め
た
デ
ー
タ
を
ど

う
使
い
こ
な
し
て
い
く
か
が
、
重
要

で
す
」。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
甲
藤
教
授
を
研

究
代
表
者
に
、
よ
り
広
範
囲
で
の
情

報
技
術
を
対
象
に
し
た
研
究
所
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
く
。

「
少
々
、
名
称
が
長
い
で
す
が
、『
超

ス
マ
ー
ト
社
会
を
創
造
す
る
最
先
端

Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
』
と
い
う
研
究
領
域
に

取
り
組
み
ま
す
」
と
甲
藤
教
授
。

「
簡
単
に
言
う
と
、
高
度
な
情
報
技

術
の
活
用
に
よ
っ
て
、
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
面
を
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
便
利

に
、
安
心
・
安
全
に
し
て
い
こ
う
、

超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
実
現
し
よ
う
と

い
う
研
究
で
す
」

　

情
報
理
工
学
科
と
情
報
通
信
学
科

を
中
心
に
、
電
子
物
理
シ
ス
テ
ム
学

科
と
表
現
工
学
科
の
研
究
者
も
参
加

す
る
。
ま
た
、全
体
を
「
計
算
」「
通

信
」「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
デ
ー
タ
」

の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
具

体
的
な
研
究
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
各

グ
ル
ー
プ
を
連
携
さ
せ
る
と
い
う
。

た
だ
し
、「
連
携
」
は
研
究
グ
ル
ー
プ

内
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。

「
産
学
官
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
情

報
技
術
を
必
要
と
す
る
異
分
野
と
も

積
極
的
に
連
携
し
て
い
き
ま
す
」

「
ア
イ
デ
ア
力
」
を 

強
み
に
可
能
性
を
探
る

　

研
究
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
は
こ

れ
か
ら
だ
が
、
研
究
か
ら
ど
の
よ
う

な
も
の
が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
最
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
の
可
能
性
は

無
限
で
す
。
た
と
え
ば
、
地
方
で
は

動
物
の
鉄
道
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
他
大
の
農
学
部
の
先

生
と
話
す
中
で
、
鹿
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
通

信
機
器
を
取
り
付
け
て
行
動
を
把
握

し
、
事
故
を
減
ら
す
と
い
う
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
」

　

情
報
技
術
の
分
野
は
、
開
発
ス
ピ

ー
ド
が
速
い
一
方
、
技
術
の
陳
腐
化

も
起
き
や
す
い
と
い
う
。
し
か
し
、

「
こ
の
研
究
チ
ー
ム
の
強
み
は
ア
イ

デ
ア
力
。
陳
腐
化
や
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の

競
争
に
負
け
ず
、
次
々
と
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　

今
回
の
研
究
か
ら
、
い
く
つ
も
の

新
し
い
便
利
さ
や
豊
か
さ
、
楽
し
さ

が
生
み
出
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

測距センサーなどを使った「人物
検知」の実験中。通行量調査や防
犯などでの活用が考えられる

Research04

最
先
端
の
情
報
技
術
で

豊
か
な
社
会
を
目
指
す

「
超
スマ
ー
ト
社
会
」と
は
、必
要
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
、

必
要
な
人
に
、適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
供
で
き
る
社
会
の
こ
と
。

そ
ん
な
社
会
の
創
造
に
向
け
て
、情
報
技
術
の
研
究
分
野
が
結
集
す
る
。
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大規模なデータセンターに、データの蓄積や処理
を一括集中させるのではなく、身近なIoT機器や携
帯キャリアの基地局などにデータを配分して分散
処理しようという考え方。扱うデータ量が増加し
続けているクラウドコンピューティングでの、処
理速度の遅延といった課題解決につながる。
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